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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
様
方
に
謹
ん
で
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

共
済
組
合
制
度
が
公
務
員
制
度
の
一
環
と

し
て
昭
和
37
年
12
月
に
発
足
し
て
か
ら
今
年

で
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
年
金
・

医
療
・
福
祉
を
三
位
一
体
と
す
る
各
事
業
が

堅
実
に
充
実
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
尽

力
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
６
月
30
日
に
政
府
・
与
党
が

取
り
ま
と
め
た『
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
成
案
』に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
年
金
、
医

療
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
分
野
の
改
革
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
12
月
開
催
の
政
府
・

与
党
で
構
成
す
る「
社
会
保
障
改
革
本
部
」で

厚
生
労
働
省
の
改
革
案
が
報
告
さ
れ
、
今
通

常
国
会
へ
の
関
係
法
案
の
提
出
に
向
け
準
備

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

年
金
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
所
得
比

例
年
金
」や「
最
低
保
障
年
金
」の
創
設
な
ど

年
金
改
革
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
に
沿
っ

て
、
現
行
制
度
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
、
被
用
者
年
金
の
一
元
化
の
第
一
段
階
で

あ
る
厚
生
年
金
と
共
済
年
金
の
一
元
化
や
公

務
員
の
特
殊
性
と
し
て
の
職
域
年
金
が
最
大

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
21
年
の
衆
議
院
解
散
に
伴

い
廃
案
と
な
っ
た
一
元
化
法
案
が
国
会
に
提

出
さ
れ
た
平
成
19
年
当
時
よ
り
も
経
済
情
勢

が
更
に
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
公
務

員
に
対
す
る
批
判
が
強
ま
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
の
議
論
の
行
方
を
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
保
険
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
20
年
度
に
施
行
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
を
廃
止
し
、
新
た
な
高
齢
者
医
療
制

度
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
、
一
昨
年
12
月

に「
最
終
報
告
書
」が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
、
本
組
合
の
短
期
給
付

財
政
は
、
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金
等

が
年
々
増
加
す
る
こ
と
を
大
き
な
要
因
と
し

て
、
６
年
連
続
で
財
源
率
の
引
き
上
げ
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

「
新
し
い
高
齢
者
医
療
制
度
の
検
討
に
当

た
っ
て
は
、
公
的
負
担
の
拡
大
を
求
め
る
と

と
も
に
、
納
得
の
い
く
仕
組
み
に
再
構
築
す

る
」こ
と
を
組
合
会
で
決
議
し
、
関
係
機
関

に
要
請
を
行
う
な
ど
組
合
会
議
員
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
最
終
報
告
書
で
は
、
共
済
組
合

に
更
な
る
負
担
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
協
会
け
ん
ぽ
へ
の
支
援
な

ど
も
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
短
期
給
付

財
政
に
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
医

療
費
の
節
減
な
ど
財
政
健
全
化
に
向
け
て
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
え
ひ
め
共
済
会
館
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
四
国
４
県
の
共
同

企
画「
四
国
旅
劇
場
」、
ま
た
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

な
ど
多
く
の
方
に
ご
利
用
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳
し
い
経

営
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
も
皆
様
に

ご
満
足
い
た
だ
け
る
新
商
品
を
企
画
し
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
愛

顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
共
済
組
合
は

大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が

役
職
員
一
体
と
な
っ
て
皆
様
の
福
祉
の
向

上
、
更
に
は
、
共
済
制
度
の
発
展
の
た
め
、

一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
今
年
が
輝
か
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
併
せ
て
、
組
合
員
と
ご
家

族
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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医療費の３要素
１人当たり医療費
平均給料月額
短期財源率の状況
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平成22年度の組合員医療費及び平成23年度の財源率の
状況についてお知らせします。

医療費の３要素である「受診率」、「１件当たり日数」及び「１日
当たり金額」のうち「受診率」及び「１件当たり日数」は、前年度と
ほぼ横ばいですが全国平均よりやや低い値で推移しています。
「１日当たり金額」は前年度から310円増加し6,561円（9位）と
全国平均より高い状態が続いています。
「組合員１人当たり金額」は、10万 5,962円（31位）で、平成15年
度から8年連続して全国平均（10万 9,828円）を下回っています。
「平均給料月額」は、前年度から
1,121円減少し32万2,496円（34
位）で、全国平均（32万 7,362円）
より4,866円低くなっています。
「短期財源率」は、121.8‰（4
位）で、全国平均（110.627‰）よ
り11.173‰高くなっています。

医療費の３要素
１人当たり医療費
平均給料月額
短期財源率の状況

（全国との比較）

■短期財源率・平均給料月額の他県との比較 ■組合員の診療諸率の他県との比較
短期財源率

（平成23年度 対給料 単位：‰）
（期末手当を除く）

平均給料月額
（平成23年3月末現在　単位：円）

受　診　率
（平成22年度 単位：％）

（１ヶ月１００人当たり受診件数）

1件当たり日数
（平成22年度 単位：日）

1日当たり金額
（平成22年度 単位：円）

１人当たり金額（年額）
（平成22年度 単位：円）

（薬剤を含む）

1 沖　縄 130.400 1 大 分 340,953 1 奈 良 73.76 1 福　岡 1.98 1 北海道 7,628 1 奈　良 124,812 
2 奈　良 127.800 2 広 島 338,450 2 徳 島 73.15 2 佐　賀 1.96 2 石　川 7,030 2 北海道 123,242 
3 鹿児島 125.400 3 長 崎 335,886 3 和歌山 72.69 3 埼　玉 1.92 3 沖　縄 6,893 3 青　森 119,092 
4 愛　媛 121.800 4 兵 庫 335,857 4 宮 城 72.00 4 和歌山 1.88 4 富　山 6,876 4 佐　賀 118,104 
5 佐　賀 119.900 5 福 島 335,472 5 東 京 71.85 5 奈　良 1.88 5 岡　山 6,705 5 福　岡 117,833 
6 長　崎 118.000 6 東 京 335,271 6 栃 木 71.70 6 青　森 1.87 6 高　知 6,607 6 広　島 117,301 
7 高　知 117.700 7 栃 木 334,586 7 三 重 71.30 7 京　都 1.86 7 島　根 6,595 7 埼　玉 115,413 
8 鳥　取 117.500 8 山 形 333,999 8 埼 玉 70.29 8 宮　崎 1.85 8 大　分 6,562 8 秋　田 115,315 
9 島　根 117.300 9 千 葉 333,913 9 山 形 70.16 9 大　分 1.85 9 愛　媛 6,561 9 徳　島 114,885 
10 岡　山 117.200 10 鹿児島 333,909 10 福 岡 69.01 10 石　川 1.85 10 宮　崎 6,561 10 岩　手 114,785 

34 愛 媛 322,496 30 愛 媛 64.91 26 愛　媛 1.78 31 愛　媛 105,962 

38 石　川 105.000 37 沖 縄 320,759 37 熊 本 63.15 37 長　野 1.72 37 山　梨 5,906 37 新　潟 101,240 
39 福　井 104.500 38 京 都 320,724 38 大 分 62.94 38 岩　手 1.72 38 千　葉 5,845 38 滋　賀 99,665 
40 東　京 101.300 39 滋 賀 319,754 39 鳥 取 62.85 39 静　岡 1.71 39 群　馬 5,825 39 岐　阜 99,261 
41 静 岡 100.000 40 宮 城 318,211 40 静 岡 62.53 40 秋　田 1.69 40 岐　阜 5,820 40 島　根 99,243 
42 長 野 98.800 41 福 井 318,108 41 山 梨 61.73 41 宮　城 1.69 41 和歌山 5,805 41 福　井 98,722 
43 和歌山 98.750 42 高 知 317,460 42 福 井 61.25 42 山　形 1.68 42 愛　知 5,795 42 山　梨 97,617 
44 栃 木 97.900 43 富 山 317,005 43 石 川 60.80 43 新　潟 1.66 43 栃　木 5,783 43 鳥　取 96,271 
45 山 形 96.000 44 愛 知 314,721 44 島 根 60.59 44 島　根 1.66 44 埼　玉 5,739 44 群　馬 95,256 
46 千 葉 95.000 45 岐 阜 314,646 45 北海道 60.29 45 富　山 1.66 45 山　形 5,728 45 静　岡 94,788 
47 富 山 83.750 46 石 川 310,731 46 長 野 60.04 46 鳥　取 1.64 46 東　京 5,453 46 長　野 93,723 

平 均 110.627 平 均 327,362 平 均 67.37 平 均 1.79 平 均 6,191 平 均 109,828 

■医療費の３要素・１人当たり医療費・平均給料月額 （単位：％、日、円）
区分 平成21年度 平成22年度 増△減

医療費の
3要素

受診率 65.86 64.91 △ 0.95

1件当たり日数 1.78 1.78 0

1日当たり金額 6,251 6,561 310

　1人当たり医療費 102,450 105,962 3,512

　平均給料月額（年度末） 323,617 322,496 △ 1,121

平成21年度 平成22年度 平成23年度0
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組合員 被扶養者■上半期の医療費
（単位：百万円） 　

組
合
員
の
上
半
期
の
医
療
費
は
、
前

年
度
よ
り
約
６
０
０
万
円（
０
・
６
９
％
）

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
５
年
前
と
比
べ
る
と
約

８
８
０
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

被
扶
養
者
の
上
半
期
の
医
療
費
は
、

入
院
に
係
る
医
療
費
が
前
年
度
よ
り

約
２
３
０
０
万
円（
６
・
２
２
％
）減
少

し
た
こ
と
に
伴
い
、
前
年
度
よ
り
約

２
０
０
０
万
円（
１
・
８
３
％
）減
少
し

て
い
ま
す
。

被
扶
養
者

入
院
医
療
費
が
大
幅
減

組
合
員

前
年
度
よ
り
微
増

〈
平
成
23
年
度
〉

上
半
期
の
医
療
費
の
状
況



平成23年度共済事業に関する懇談会開催会場一覧表

開催日 開催地
(選挙区) 出席議員 開催場所 参加

人数

8月19日
(金)

新居浜市
(第1区)

志賀　仁士
武田誠一郎

新居浜市役所
5階「大会議室」 23名

9月 5日
(月)

愛 南 町
(第3区)

三好　　要
清家　新生

城辺社会福祉会館
3階「中ホール」 31名

9月26日
(月)

大 洲 市
(第2区)

池田　正司
村上　一郎
上石　富一

大洲市役所
2階「大ホール」 12名
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ＱA

ＱA ＱA ＱA

共
済
事
業
に
関
す
る
懇
談
会
開
催

　

共
済
組
合
で
は
、各
共
済
事
業
の
内
容
及
び
現
況
等
を
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
ご
説
明
し
、ご
意
見
・

ご
要
望
を
広
く
お
聞
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
事
業
運
営
の
参
考
と
し
、
よ
り
よ
い
事
業
の
発
展
・

充
実
を
図
る
た
め
、
職
員
側
議
員
の
選
挙
区
ご
と
の
地
区
別
に
、
本
年
度
か
ら「
共
済
事
業
に
関
す

る
懇
談
会
」を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
８
月
及
び
９
月
に
左
表
の
と
お
り
、
県

内
３
箇
所
で
開
催
し
、
総
数
66
名
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
出
さ
れ
ま
し
た
ご
意
見
・
ご
要
望
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
24
日
開
催
の
職
員
側

議
員
協
議
会
に
お
い
て
、
と
り
ま
と
め
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
平
成
24
年
度
の
事
業
計

画
及
び
予
算
策
定
時
に
お
い
て
、
更
に
ご
検
討
・
ご
協
議
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
参
加
さ
れ
ま
し
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
及
び
開
催
に
当
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
市
役
所

及
び
町
役
場
の
共
済
担
当
課
の
皆
さ
ま
方
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
の
主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
及
び
共
済
組
合
か
ら
の
回
答
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
紙
面
で
ご
紹
介
で
き
な
か
っ
た
ご
意
見
・
ご
要
望
及
び
共
済
組
合
か
ら
の
回
答
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

組
合
公
報「
石
鎚
」の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
の
予
定
を
お
伺
い
し
ま
す
。

組
合
公
報
は
共
済
組
合
の
情
報
を

全
組
合
員
に
伝
達
す
る
た
め
の
手

段
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
は
、
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
の
整
備
に

よ
り
全
組
合
員
が
閲
覧
で
き
る
環
境
下
で
あ

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
が
、
経
費
節
減

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て
は
、
組
合
会

議
員
、
共
済
担
当
者
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
も

お
伺
い
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

組
合
員
証
の
カ
ー
ド
化
の
予
定
を

お
伺
い
し
ま
す
。

市
町
村
職
員
共
済
組
合
グ
ル
ー
プ

で
は
、
平
成
18
年
９
月
か
ら
組
合

員
証
の
カ
ー
ド
化
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
当
時
、
本
県
を
含
め
３
組
合

が
費
用
対
効
果
等
を
考
え
、
導
入
を
延
期
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
組
合
で
は
、
付
加

価
値
の
高
い
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
搭
載
の
社
会
保
障

カ
ー
ド
の
実
施
に
合
わ
せ
て
導
入
し
た
い
と

の
考
え
も
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
保
障
カ
ー

ド
へ
の
移
行
時
期
が
、
全
く
見
通
し
が
立
た

な
い
現
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
組
合

会
議
員
、
共
済
担
当
者
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
来
年
度
の
導
入
に
向

け
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

組
合
員
証
は
、
汚
損
を
理
由
に
交

換
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

汚
損
し
た
組
合
員
証
を「
組
合
員
証

等
再
交
付
申
請
書
」に
添
付
し
本
組

合
に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
新
し
い
組

合
員
証
と
交
換
し
て
お
り
ま
す
。

冊
子「
私
た
ち
の
共
済
組
合
・
互

助
会
」は
、
何
年
毎
に
発
行
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
。
毎
年
１
回
、

ペ
ー
ジ
数
を
抑
え
た
簡
易
的
な
冊

子
を
作
成
・
配
付
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

冊
子「
私
た
ち
の
共
済
組
合
・
互
助

会
」は
、
制
度
改
正
や
事
業
の
見
直

し
時
期
等
を
考
慮
し
、
基
本
的
に
は
３
年
毎

に
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
簡
易
版
の
発
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、

費
用
面
等
を
含
め
今
後
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

愛
媛
県
の
短
期
財
源
率
が
全
国
的

に
高
い
理
由
を
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
納
付
金
、

支
援
金
等
の
拠
出
金
が
平
成
23
年

平成
23年度

Ｑ
総
則
事
項

A

短
期
給
付
関
係

新居浜市会場
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度
予
算
ベ
ー
ス
で
支
出
の
46
％
を
占
め
る
状

況
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
本
組
合
の
平
均
給
料

月
額
が
全
国
的
に
低
い
水
準
に
あ
る
こ
と
な

ど
が
、
短
期
財
源
率
が
高
い
要
因
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
を
、
病
院
に
提
示
し
た
場

合
、
必
ず
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
処
方
し
て
も
ら
え
る
の
か
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方
に

つ
い
て
は
、
主
治
医
の
判
断
に
よ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
し
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
を
処
方
し
て
も
ら
え
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
が
、
共
済
組
合
の
医
療
費
や
病
院
窓
口
で

の
自
己
負
担
の
軽
減
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
公
費
負

担
の
拡
充
に
つ
い
て
、
機
会
を
と

ら
ま
え
て
国
等
に
働
き
か
け
を
お

願
い
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
も
高
齢
者
医
療
制
度

に
関
す
る
公
費
負
担
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
組
合
会
で
決
議
し
、
全
国
連
合
会

を
通
じ
て
厚
生
労
働
省
な
ど
関
係
機
関
に
要

望
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
も
要

望
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
機
会
を
と

ら
え
、
要
望
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

以
前
い
た
だ
い
た
通
知「
公
務
員

共
済
年
金
の
お
知
ら
せ
」に
、
平

成
22
年
度
以
降
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
閲
覧
の
申
込
を
す
れ
ば

個
人
情
報
を
確
認
で
き
る
と
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
閲
覧
方
法

を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、公
報「
石
鎚
」

平
成
23
年
10
月
号
に
、
記
事
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
申
込
の
際
に
は
、
組
合
員
の

基
礎
年
金
番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
不
明

の
場
合
は
、
個
人
情
報
の
問
題
も
あ
り
ま
す

の
で
、
共
済
事
務
担
当
課
を
通
じ
て
本
組
合

に
ご
照
会
い
た
だ
け
れ
ば
回
答
い
た
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
等
利
用
助
成
金
の
厚

生
事
業
費
に
占
め
る
割
合
が
高
い

こ
と
か
ら
、
随
時
、
助
成
金
等
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
助
成
金
を
引

き
下
げ
自
己
負
担
を
増
や
す
と
受

診
者
が
減
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
と
い
う
考

え
に
逆
行
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
共
済
組

合
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

本
組
合
で
は
、
従
来
か
ら
人
間
ド
ッ

ク
等
の
利
用
を
推
進
し
、
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
寄
与
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
ド
ッ
ク

等
利
用
者
は
年
々
増
加
し
、
人
間
ド
ッ
ク
等

利
用
助
成
金
は
、
厚
生
事
業
の
支
出
額
の
約

80
％
を
占
め
、
結
果
と
し
て
財
政
的
に
厳
し

い
こ
と
か
ら
、
年
齢
制
限
を
設
け
た
り
、
定

率
制
か
ら
定
額
制
に
見
直
し
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
従
来
か
ら
、
希
望
者
全
員（
年

齢
制
限
あ
り
）が
利
用
で
き
る
体
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
こ
の
体
制

を
維
持
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク
等
利

用
助
成
金
が
、
２
４
，０
０
０
円
か

ら
１
４
，０
０
０
円
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
引
き
下
げ
分
の
１
０
，０
０
０

円
に
つ
い
て
は
、
互
助
会
か
ら
の

補
助
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
振
替
え
ら
れ
た
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後

振
替
え
に
よ
る
影
響
が
あ
る
の
か

も
併
せ
て
お
伺
い
し
ま
す
。

本
組
合
に
お
い
て
は
、
組
合
員
数

の
減
少
や
、
給
与
構
造
改
革
等
の

影
響
か
ら
、
保
健
経
理
に
お
い
て
も
、
掛
金
・

負
担
金
収
入
の
増
加
は
期
待
で
き
ず
、
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
公
益
法
人
制
度

改
革
に
よ
り（
財
）愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助

会（
以
下「
互
助
会
」と
い
う
。）が「
一
般
財
団

法
人
」に
移
行
す
る
に
当
た
り
、
移
行
時
の

残
余
財
産（
資
産
）は
、
公
益
事
業
費
と
し
て

支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
互
助
会
の
資
産
を
圧
縮

し
て
公
益
事
業
費
の
支
出
を
抑
え
、
給
付
事

業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク

等
補
助
金
の
補
助
金
額
を
、
１
０
，０
０
０

円
増
額
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
等
補

助
金
の
補
助
金
額
は
、
互
助
会
の
不
足
金
補

て
ん
積
立
金
の
残
高
に
よ
っ
て
変
更
と
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度（
新
法
人
移
行
後
）以

降
の
補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、
互
助
会
に
お

い
て
検
討
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
互
助
会
の

補
助
金
額
が
減
額
さ
れ
た
場
合
、
本
組
合
の

保
健
経
理
の
財
政
状
況
に
よ
っ
て
は
、
人
間

ド
ッ
ク
助
成
額
を
２
４
，０
０
０
円
に
戻
す

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
懸
念
さ
れ
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
に
心
臓
や
骨（
頚
椎
）

な
ど
の
ド
ッ
ク
助
成
の
新
設
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

健
診
機
関
の
検
診
項
目
の
関
係
も

あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
組
合
会
議

員
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
な
ど
を
お
伺
い
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
金
関
係

保
健
事
業
関
係

A
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人
間
ド
ッ
ク
等
の
利
用
助
成
に
つ

い
て
、
た
と
え
ば〔
節
目
の
年
齢
〕

を
設
定
し
、
そ
の
年
齢
に
限
り
、

優
先
し
て
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
に

自
己
負
担
額
を
さ
ら
に
軽
減
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。〔
節
目
年
齢:

例
え
ば

35
歳
、
45
歳
、
55
歳
な
ど
〕

本
組
合
で
は
、
従
来
か
ら
希
望
者

全
員（
年
齢
制
限
あ
り
）が
毎
年
連

続
で
あ
っ
て
も
助
成
制
度
を
利
用
で
き
る
体

制
に
あ
り
ま
す
。
節
目
年
齢（
５
年
・
10
年

に
一
度
）と
か
、
３
年
に
一
度
と
か
の
制
限

を
設
け
れ
ば
、
助
成
対
象
件
数
が
減
少
し
ま

す
か
ら
、
よ
り
手
厚
く
助
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
状
の
希
望
者
全
員

が
受
診
で
き
る
体
制
の
う
え
に
、
更
な
る
助

成
を
す
る
こ
と
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
際
、
勤
務
場
所

に
設
置
・
保
管
す
る
救
急
対
応
用

の
医
薬
材
料
費
等（
常
備
薬
の
保
管

と
は
別
の
救
急
箱
）の
購
入
に
対
す

る
助
成
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

災
害
時
用
救
急
箱
に
必
要
な
医
薬

材
料
費
に
つ
い
て
の
助
成
は
、
保

健
事
業
の
目
的
が「
組
合
員
及
び
被
扶
養

者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
事
業
を

実
施
す
る
」こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
対
応
が
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
23
年
度
か
ら
歯
科
健
診
補
助
金

が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
廃
止
と

な
っ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

歯
科
健
診
補
助
事
業
は
、
当
初
、

所
属
所
に
対
し
、
組
合
員
を
対
象

と
し
た
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
も
ら
う
た

め
に
始
め
ま
し
た
が
、
所
属
所
で
の
実
施
は

こ
の
６
年
間
で
１
件
も
な
く
、
組
合
員
個
人

が
、
歯
科
医
院
で
受
診
し
た
検
診
の
み
で
、

そ
の
実
態
は
、
保
険
診
療
の
一
部
負
担
を
補

て
ん
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
所
属
所
の
担
当
者
か
ら
ご

意
見
を
伺
っ
た
結
果
、
所
属
所
で
歯
科
健
診

を
実
施
す
る
の
は
現
実
問
題
と
し
て
大
変

難
し
い
と
い
う
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
６
年
間
継
続
し

た
歯
科
健
診
補
助
事
業
は
、
平
成
23
年
４
月

１
日
に
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

え
ひ
め
共
済
会
館
の
耐
震
補
強

改
修
工
事
の
決
定
に
当
た
っ
て

は
、
当
時
、
廃
止
も
含
め
て
検

討
さ
れ
て
い
た
と
思
う
が
、
耐
震

補
強
改
修
工
事
を
行
い
維
持
継

続
し
た
以
上
、
毎
年
、
精
査
を
お

願
い
し
収
入
の
確
保
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
収
入
確

保
と
し
て
貸
事
務
所
な
ど
テ
ナ

ン
ト
を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

本
会
館
の
宿
泊
利
用
者
は
、
他
県

の
会
館
と
比
べ
、
組
合
員
、
準
組

合
員
の
方
の
利
用
率
が
か
な
り
高
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
会
議
室
の
利

用
者
は
、
民
間
企
業
も
含
め
経
費
節
減
の
影

響
も
あ
り
、
減
少
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
、
四
国
４
県
共
済
組
合
の
共
同
企
画

と
し
て
、
宿
泊
プ
ラ
ン「
四
国
旅
劇
場
」を
実

施
し
、
施
設
の
利
用
率
を
上
げ
収
益
確
保
の

た
め
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
館
を
貸
事
務
所
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
は
、
耐
震
補
強
改
修
工
事
の
検
討

段
階
で
、
検
討
委
員
会
に
お
い
て
委
員
か
ら

意
見
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
総
務
省
に
確
認

を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
認
め
ら
れ
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

人
事
異
動
に
よ
る
所
属
変
更
で
市

町
村
共
済
組
合
か
ら
公
立
学
校
共

済
組
合
の
組
合
員
と
な
っ
た
場
合

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
貯
金
事

業
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

共
済
組
合
の
貯
金
事
業
は
、
組
合

員
に
対
す
る
事
業
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
組
合
員（
任
意
継
続
組
合
員
）資
格

喪
失
後
の
利
用
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

貯
金
の
払
戻
日
に
つ
い
て
、
取
扱

い
の
ル
ー
ル
を
明
確
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

共
済
貯
金
の
払
戻
し
は
、
金
曜
日

（
火
曜
日
締
切
）及
び
月
末
の
前
日

（
２
日
前
締
切
）に
送
金
し
て
い
ま
す
が
、
金

曜
日
が
月
初
に
当
た
る
場
合
は
、
木
曜
日
に

送
金
し
て
お
り
、
週
１
回
の
払
戻
し
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
月
末
・
月
初
や
５
月
の
連
休
な

ど
は
払
戻
日（
締
切
日
）が
分
か
り
に
く
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
払
戻
日（
締
切
日
）を

共
済
だ
よ
り
や
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
す
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
週
１
回（
金
曜
日
）の
貯
金
の
払
戻

し
を
、
週
２
回（
例
え
ば
、
水
曜
日

と
金
曜
日
）に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

共
済
貯
金
の
払
戻
し
は
、
ほ
と
ん

ど
の
組
合
が
月
１
回
又
は
月
２
回

の
払
戻
し
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
組
合
で

は
ご
利
用
に
当
た
っ
て
の
利
便
性
と
事
務
処

理
を
勘
案
し
て
、
月
４
回（
毎
週
金
曜
日
）及

び
月
末
の
前
日
に
組
合
員
名
義
の
口
座
へ
払

戻
し
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

払
戻
日
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
う
え
で
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

A

A
宿
泊
関
係

A

Ｑ

A
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Ｑ ＱA

ＱA Ｑ
共
済
貯
金
の
払
戻
請
求
書
に
押
印

し
た
印
鑑
の
誤
り
の
た
め
、
希
望

日
に
払
戻
し
が
受
け
れ
な
い
こ
と

が
あ
る
の
で
、
印
鑑
照
合
を
し
な

い
で
払
戻
し
を
受
け
れ
な
い
か
、

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

印
鑑
照
合
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

監
査
な
ど
で
本
人
確
認
事
務
に
遺

漏
が
な
い
よ
う
指
導
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
現
段
階
で

印
鑑
照
合
の
廃
止
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
貯
金
加
入
者
に
配
付
さ
れ

る「
地
方
公
務
員
ダ
イ
ア
リ
ー
」は
、

翌
年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
や
付
録(

時

候
の
挨
拶
な
ど)

を
利
用
す
る
ぐ
ら

い
で
す
。
ま
た
、
女
性
が
、
バ
ッ

グ
に
入
れ
て
持
ち
運
ぶ
に
は
重
た

い
の
で
、
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

毎
年
、
貯
金
加
入
者
に
配
付
さ
れ

る「
地
方
公
務
員
ダ
イ
ア
リ
ー
」は
、

今
後
も
継
続
し
て
配
付
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
月
毎
に
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
を
付
け
ら
れ
な
い
か
、

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

「
地
方
公
務
員
ダ
イ
ア
リ
ー
」
は
、

貯
金
加
入
者
へ
の
記
念
品
と
し
て

配
付
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
度
と
来
年

度
は
県
内
20
市
町
に
関
す
る
写
真
を
掲
載
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
２
年
間
は
継

続
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
25

年
度
以
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
参
考
に
今
後
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

普
通
貸
付
や
住
宅
貸
付
と
は
別
枠

で
、
リ
フ
ォ
ー
ム(

太
陽
光
発
電
、

オ
ー
ル
電
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な

ど)

や
外
構
工
事
を
対
象
と
し
た
貸

付
を
新
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

貸
付
事
業
は
、
総
務
省
か
ら
示
さ

れ
る
貸
付
準
則
で
、
貸
付
の
種
類

や
貸
付
限
度
額
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
組
合
独
自
で
別
枠
の
貸
付
け
を
新
設

す
る
こ
と
な
ど
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

在
宅
介
護
住
宅
貸
付
を
ご
利
用
で
き
ま
す
し
、

太
陽
光
発
電
、
オ
ー
ル
電
化
及
び
外
構
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
普
通
貸
付
で
の
ご
利
用
も

で
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

物
資
供
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
同

様
の
事
業
と
し
て
貸
付
事
業
が
あ

り
、
物
資
供
給
事
業
の
金
利
よ
り

低
金
利
で
自
動
車
を
購
入
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
自
己
破
産
な
ど

の
貸
付
事
故
増
加
な
ど
か
ら
財
政

的
に
厳
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
整
理

し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

物
資
供
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成
22
年
度
に
組
合
会
議
員
の
皆
さ

ま
に
ご
協
議
い
た
だ
き
、
平
成
23
年
度
か
ら

平
成
25
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
、
資
金
の
借

入
先
を
預
託
金
管
理
経
理
か
ら
貯
金
経
理
へ

段
階
的
に
変
更
し
、
借
入
金
に
係
る
支
払
利

息
の
支
払
額
を
抑
え
、
収
支
の
改
善
を
図
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
収
支
の
状

況
や
物
資
供
給
事
業
の
利
用
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
て
再
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

AＱ

貸
付
事
業
関
係

物
資
供
給
事
業
関
係

愛南町会場大洲市会場

A
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　平成20年度から始まりました特定健康診査及び特定保健指導について、平成
22年度の実施状況（平成23年10月25日国への報告分）をお知らせします。
　高血圧症・脂質異常症・糖尿病の治療に係る薬剤の服用者割合は、組合員と被
扶養者とであまり差はありませんが、内臓脂肪症候群（メタボリックシンドロー
ム）及びその予備軍の該当者の割合は、組合員の方がかなり高くなっています。
　また、喫煙者の割合は減少傾向にあるものの、組合員の喫煙者の割合が27.2%
と依然として高い喫煙率となっています。禁煙は、それだけで生活習慣病のほ
とんどのリスクを低減できる効果の高い生活習慣病予防策ですので、生活習慣
の改善を考えている喫煙者の方は、まずは禁煙から始めてみてください。

平成22年度

集　計　事　項
全体(任継組合員を含む) 現職組合員 現職組合員の被扶養者

22年度 21年度 増　減 22年度 21年度 増　減 22年度 21年度 増　減

特
定
健
診

特定健康診査対象者数 ① (人) 13,684 14,022 －338 9,353 9,493 －140 3,782 3,899 －117

特定健康診査受診者数 ② (人) 10,554 9,763 791 8,408 7,661 747 1,955 1,886 69

健診受診率 ②／① (%) 77.1 69.6 7.5 89.9 80.7 9.2 51.7 48.4 3.3 

評価対象者数 ※1 ③ (人) 10,642 9,763 879 8,496 7,661 835 1,955 1,886 69 

内
臓
脂
肪
症
候
群

内臓脂肪症候群該当者数 ④ (人) 1,476 1,378 98 1,345 1,239 106 103 106 －3 

内臓脂肪症候群該当者割合 ④／③ (%) 13.9 14.1 －0.2 15.8 16.2 －0.4 5.3 5.6 －0.3 

内臓脂肪症候群予備群者数 ⑤ (人) 1,390 1,221 169 1,272 1,086 186 95 106 －11 

内臓脂肪症候群予備群者割合 ⑤／③ (%) 13.1 12.5 0.6 15.0 14.2 0.8 4.9 5.6 －0.7 

服
薬
中
の
者

高血圧症の治療に係る薬剤の服用
者割合 (%) 13.5 13.6 －0.1 13.5 13.3 0.2 12.5 13.1 －0.6 

脂質異常症の治療に係る薬剤の服
用者割合 (%) 8.6 8.2 0.4 8.5 8.2 0.3 8.4 8.1 0.3 

糖尿病の治療に係る薬剤の服用者
割合 (%) 3.4 3.3 0.1 3.8 3.6 0.2 2.0 2.1 －0.1 

特
定
保
健
指
導

積極的支援の対象者数 ⑥ (人) 1,349 1,250 99 1,276 1,188 88 53 42 11 

積極的支援の終了者数 ※2 ⑦ (人) 205 301 －96 204 300 －96 0 0 0 

動機付け支援の対象者数 ⑧ (人) 894 804 90 779 655 124 107 132 －25 

動機付け支援の終了者数 ※2 ⑨ (人) 94 96 －2 85 82 3 8 13 －5 

特定保健指導の対象者数 ⑥＋⑧ (人) 2,243 2,054 189 2,055 1,843 212 160 174 －14 

特定保健指導の終了者数 ⑦＋⑨ (人) 299 397 －98 289 382 －93 8 13 －5 

喫
煙

喫煙者数 ⑩ (人) 2,424 2,305 119 2,315 2,187 128 82 94 －12 

喫煙者の割合 ⑩／③ (%) 22.8 23.6 －0.8 27.2 28.5 －1.3 4.2 5.0 －0.8 

※1 特定健康診査受診者数に加え、全ての検査項目は受診できなかったものの、階層化が可能であった受診者も含んだ数   
※2 前年度の特定健康診査の結果に基づく特定保健指導の利用者で、前年の国への報告後に終了したものを含む。



　共済だより 1月号 Vol.2669

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に「
か
か
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」た
め
の
予
防
と
対
策
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

日常生活での予防
□人が多く集まる場所を避ける。

□外出後のうがいと手洗い。

□部屋の保温と加湿

□栄養と睡眠を十分にとり、

　抵抗力を高める。

予防のポイント

予防接種
□予防接種は発症する可能性を減

らし、もし発症しても重い症状

になるのを防ぎます。

□流行するウイルスの型が変わる

ので、毎年、定期的に接種する

ことが望まれます。

　

12
月
〜
3
月
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
毎
年
約
１
０
０
０
万
人
、
約
10
人
に
１
人
が

感
染
し
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
や
慢
性
の
病
気
を
持
つ
方
は
重
症
化
し
や
す
く
、死
に
至
る
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
し
っ
か
り
と
予
防
し
、
も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　せきやくしゃみなどの症状があるときは、きちんとマスクをし、まわり

の人にうつさないようにしましょう。

○咳やくしゃみをするときは、他の人から顔をそらせましょう。
○ティッシュなどで口と鼻を覆いましょう。
○咳やくしゃみが出ている間は、マスクを着用しましょう。

風邪 インフルエンザ

症　　　状
鼻水やのどの痛み
などの局所症状

38℃以上の発熱や咳、喉の痛み、
全身の倦怠感や関節の痛み
などの全身症状

流行の時期
１年を通し
ひくことがある

1～ 2月が流行のピーク

せきエチケット

　RSウイルス感染症とは、いわゆる風邪の一種で症状も似ており、風邪
と診断されやすいですが、ほとんどの子どもが２～３歳までに一度は感染
するもので、特に１歳未満の乳児や妊娠35週以前の早産児が感染すると
重症化や死に至るするケースも。名前はあまり知られていませんが、
この冬は流行の兆しがあり、予防に気をつけたいものです。

●手洗い、うがい、マスク
●感染力が非常に強いので、乳幼児を
人ごみに連れて行かない

●身の回りのものをこまめに消毒する
●風邪をひいている大人は子供に近づ
かない

●特別な治療法はない

予 防

○鼻みず、たんの詰まり、嘔吐
○のどの痛みや腫れ
○呼吸数が増える
○ゼイゼイと苦しそうな咳
○発熱
○乳幼児は数時間で突然、重症
化することも

症 状

風邪とインフルエンザの違い

病気の赤ちゃんに
要注意 !

　RS ウイルスは呼吸器

の感染症なので、赤ちゃ

んはこじらせて細気管支

炎や肺炎などの重い呼吸

器疾患を起こしやすく、

特にぜんそくや心臓病を

持っている赤ちゃんは注

意が必要です。



●
●
・
●
●

●
●
・
●
●

入
学
・
修
学

共
済
組
合
に
は
、入
学
・
修
学
に
係
る
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

共済貯金に加入しませんか？● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

比べてください　普通貯金なのに
有利な年利１. ０％ 　（税引後年利０.８％・１月１日現在）
　共済貯金は、出し入れ自由な普通貯金です。いつでも指定金融
機関の窓口から預入ができ、給料天引きによる預入もできますの
で、将来に備えた計画的な貯蓄が可能です。定期預金とは違い、
払戻も毎週行っており、手数料等を払うことなく払戻・解約でき
ますので、大変便利です。
　ご加入のお申込みは、所属所の共済事務担当課（係）までお申し
出ください。

貸
付
の

ご
案
内

　本書の内容に一部誤りが生じましたので、お詫びして訂正い
たします。次のとおり読み替えてご利用いただきますようお願
い申し上げます。

正　誤　表

地方公務員ダイアリー2012

修学貸付
２月下旬から受付します

入学後の修学に要する諸費用（授業料・家賃
等）の資金の貸付

◆修業年限の年数に相当する月数１月につき、
１０万円以内
　（申込みは、１万円単位で年額１２０万円を限
度とします。）
［毎年３月又は４月に１年分を申し込むのを原
則とし、５月以降の申込みは、申込みの翌月か
ら起算し、当該貸付を行う事業年度の残月数分
の貸付になります。］

◆修学が終了した月の翌月から毎月元利均等償還
　（最高１５０回）
◆修学期間中は元金据え置き。
　（元金据置期間中は利息分の支払い。）

◆在学証明書
　（入学前の場合は、合格通知書又は入学許可証
を提出し、入学後に在学証明書を提出してくだ
さい。）
◆授業料、家賃等が確認できる書類等

入学貸付
申込受付中です

入学時に要する諸費用（入学金・教科書代・
授業料・家賃等）の資金の貸付

◆給料月額の６か月分以内
　（申込みは、１万円単位で２００万円を限度と
します。）

◆貸付を受けた月の翌月から毎月元利均等償還
　（最高１２０回）
◆申出により修業年限（貸付月の翌月から起算）
を限度として元金の据え置きができます。

　（元金据置期間中は利息分の支払い。）

◆合格通知書又は入学許可証（据え置きを希望す
る場合は、申立書を提出してください。）

◆入学金、教科書代、授業料、家賃等が確認でき
る書類等

限
度
額

償
還
方
法

添
付
書
類

■毎月償還表〔抜粋〕
入学貸付（年利2.72％）
貸付額 償還月額 償還回数
50万円 8,922円 60回

※100万円 12,295円 90回
※150万円 15,674円 108回
※200万円 19,055円 120回

修学貸付（年利2.72％）
貸付額 償還月額 償還回数

※120万円 13,923円 96回
※240万円 21,058円 132回
※360万円 28,338円 150回
※480万円 37,783円 150回

※貸付額が100万円以上のときは、ボーナス併用償還の選択も可能です。

（平成24年 1月1日現在）  ○貸付利率は、年２.７２％です。
※貸付規程の本則利率の改正や財政融資資金利率の変動に伴い変動し
ます。

※保険料の一部負担 年０.０６％を含んでいます。

○毎月の償還額（他の金融機関等からの借入や共済組合物資供給
事業を含む。）が給料月額の３０％を超える場合、又は年間の償
還額（他の金融機関等からの借入や共済組合物資供給事業を含
む。）が年収の３０％を超える場合は、貸付を受けられません。
〈お申込み〉は各所属所の共済事務担当課（係）までお願いします

正
6月3日～
8月5日
9月9日～
10月4日～
11月18日
390,000円

誤
6月10日～
8月7日
9月4日～
10月6日～
11月20日
350,000円

内　　　容
危険物安全週間
自然公園クリーンデー
救急医療週間
世界宇宙週間
家族の日
巻末付録21頁　出産費・家族出産費

「共済貯金 」払戻スケジュ ール ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

平成24年 1月～平成24年 3月
平成24年1月～3月における共済貯金の払戻スケジュールは次のとおりです。

平成
24年

１月

回 払戻請求書締切日 送金予定日
１ １月１０日（火） １３日（金）
２ １７日（火） ２０日（金）
３ ２４日（火） ２７日（金）
月末 ２６日（木） ３０日（月）

　※1月 6日（金）の送金はありません。

平成
24年

２月

回 払戻請求書締切日 送金予定日
１ １月３１日（火） 　２月３日（金）
２ 　７日（火） １０日（金）
３ １４日（火） １７日（金）
４ ２１日（火） ２４日（金）

月末（５） ２４日（金） ２８日（火）
６ ２８日（火）午前 ２９日（水）

平成
24年

３月

回 払戻請求書締切日 送金予定日
１ 　３月６日（火） 　９日（金）
２ １３日（火） １６日（金）
３ １９日（月） ２３日（金）
月末 ２７日（火） ２９日（木）

　※3月 2日（金）の送金はありません。
【注意】 ◆「払戻請求書締切日」は共済組合への請求書到着・受付日です。

◆解約、３００万円を超える払戻及び貸付・物資の繰上償還に係る払戻につきま
しては、原則として月末回のみの送金（払戻）となります。

◆当月の定例貯金を含めた額での払戻請求はできません。
◆第１回送金日での解約はできません。
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○
所
属
所
の
共
済
事
務
担
当
課（
係
）で
物
資
購
入
票（
４
部
複

写
）を
受
け
取
り
、
氏
名
等
を
記
入
・
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
可
能
で
あ
れ
ば
、
共
済
事
務
担
当
者
が
署
名
・
押
印

い
た
し
ま
す
。

○
物
資
供
給
事
業
契
約
業
者（
指
定
店
）※
１
に
共
済
組
合
の
物

資
供
給
事
業
を
利
用
す
る
旨
を
伝
え
、
物
資
購
入
票
に
購

入
商
品
名
・
共
済
組
合
立
替
金
額
※
２
等
を
記
入
し
、
契
約

業
者
に
確
認
印
を
も
ら
っ
て
、
業
者
控
を
除
く
３
部
を
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
契
約
業
者
か
ら
納
品（
納
車
）さ
れ
ま
す
。

○
納
品
後
は
速
や
か
に
、
物
資
購
入
票
に
受
領
印
を
押
印
、

希
望
支
払
方
法
等
を
記
入
し
て
、
組
合
員
控
を
除
く
２
部

を
共
済
事
務
担
当
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
内
１
部
が
共

済
組
合
へ
提
出
さ
れ
、
契
約
業
者
に
確
認
後
、
共
済
組
合

か
ら
契
約
業
者
に
直
接
送
金
い
た
し
ま
す
。

○
決
定
さ
れ
た
償
還
回
数
で
、
元
利
均
等
償
還
に
よ
り
償
還

額
を
計
算
し
、
決
定
月
の
翌
月
か
ら
、
給
料
及
び
賞
与
か

ら
の
天
引
き
で
償
還（
返
済
）し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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Ｔ
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Ｐ
２

Ｓ
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Ｅ
Ｐ
３

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４

■物資指定店の取消

区分 年月日
（変更は届出日）

指定店名 所在地 電話番号 取扱商品

取消
（店舗） H23.9.5 ネッツトヨタ愛媛㈱

Uステージ松山インター店
松山市北土居4丁目
10-13

（089）
969-1811 自動車

取消
（店舗） H23.9.5

エヌ・ティ・愛媛㈱
フォルクスワーゲン松山インター
GUCセンター

松山市北土居4丁目
10-13

（089）
969-1811 自動車

取消
（店舗）H23.9.15

㈲宮内自動車販売
石井店

松山市東石井4丁目
11-13

（089）
905-2333 自動車

★　
　
　

４
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ　
▼
▼
▼
▼

　

物
資
供
給
事
業
契
約
業
者（
指
定
店
）で
は
、
自
動
車
等
の

購
入
に
当
た
り
、
共
済
組
合
立
替
払
い（
ロ
ー
ン
）が
下
記
の

簡
単
４
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

★
選
べ
る　
　
　

な
償
還（
返
済
）方
法

　

支
払
忘
れ
の
な
い
給
与
天
引
き
で
、
毎
月
償
還
分
は
60
回

以
内
、
賞
与
償
還
分
は
共
済
組
合
立
替
金
額
の
半
分
以
内
を

償
還
期
間
内
で
自
由
に
設
定
で
き
、
償
還
期
間
中
に
手
数
料

無
料
で
一
部
・
全
部
の
繰
上
償
還
も
で
き
ま
す
。

★
比
べ
て
く
だ
さ
い　
　
　

な
償
還
利
率

　

平
成
24
年
1
月
1
日
現
在
、年
利
２
・
９
％(

変
動
金
利
※
３)

で
別
途
保
証
料
等
は
徴
収
い
た
し
ま
せ
ん
。

注
意
事
項

※
１
：
指
定
店
に
つ
い
て
は
、
共
済
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（h

ttp
://w

w
w
.e
h
im
e
-k
y
o
sa
i.jp
/

）

※
２
：
利
用
限
度
額
は
２
０
０
万
円
で
、
未
償
還
元
金
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

金
額
を
２
０
０
万
円
か
ら
差
し
引
い
た
金
額
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
共
済
組
合
の
貸
付
事
業
及
び
物
資
供
給
事
業
の
毎
月
償
還
額
の

合
算
額(

新
規
利
用
分
を
含
む
）
が
給
料
月
額
の
30
％
を
超
え
る
場
合
、

又
は
年
間
償
還
額
の
合
算
額
（
新
規
利
用
分
を
含
む
）
が
年
収
の
30
％

を
超
え
る
場
合
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
３
：
物
資
供
給
規
程
の
本
則
利
率
の
改
正
や
財
政
融
資
資
金
利
率
の
変
動
に

伴
っ
て
、
償
還
途
中
で
あ
っ
て
も
償
還
額
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
４
：
過
去
に
貸
付
事
業
・
物
資
供
給
事
業
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
場
合
、

給
料
等
の
差
し
押
さ
え
を
受
け
て
い
る
、
又
は
債
務
超
過
に
よ
り
返
済

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
他
利
用
が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る

場
合
等
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

簡
単
簡
単
便
利
便
利
低
利
低
利

│
ロ
ー
ン
で
自
動
車
等
の
ご
購
入
を
お
考
え
の
方
に
│

物
資
供
給
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

お
願
い

貸
付
事
業
及
び
物
資
供
給
事
業
の
ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
収
入
と
借
入
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
返
済
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
い
※
４
。

便
利
便
利

低
利
低
利

簡
単
簡
単
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※その他ご予算に合わせた各種宴会料理（鍋コース）もご用意させていただきますので、お気軽にお問い合わせください。

▶

ご予約・お問い合わせは ...................................

えひめ共済会館
TEL 089-945-6311
FAX 089-945-6322
〒790-0003 松山市三番町5丁目13-1
http://www.ehime-kyosai.jp/kaikan/

宿泊予約状況（12月16日現在）

1
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 2
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
● × × × × ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● 余裕あり　▲ あと僅か　× 満 室

表
紙
に
よ
せ
て

石
鎚
山（
西
条
市
）

　

本
誌
の
名
称
に
も
な
っ
て
い
る
石

鎚
山
は
標
高
１,
９
８
２
ｍ
、
西
日

本
最
高
峰
の
山
で
す
。
日
本
七
霊
山

の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
、
山
岳
信
仰

の
山
と
し
て
も
有
名
で
す
。
天て

ん

狗ぐ

岳だ
け

、

弥み

山せ
ん

、
南な

ん

尖せ
ん

峰ぽ
う

の
総
称
を
石
鎚
山
と

呼
び
、
弥
山
頂
上
に
は
石
鎚
神
社
頂

上
社
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
7
月
1

日
〜
10
日
に
は
、
お
山
開
き
の
神
事

が
行
わ
れ
、
多
く
の
信
者
が
参
拝
登

山
に
訪
れ
ま
す
。

　

温
暖
化
の
影
響
で
本
格
的
な
積
雪

は
12
月
に
入
っ
て
か
ら
で
す
が
、
10

月
下
旬
頃
か
ら
、
冷
た
い
風
で
空
気

中
の
水
分
が
樹
木
の
枝
な
ど
に
凍
り

付
い
て
で
き
る
「
霧
氷
」
に
覆
わ
れ
、

冬
に
衣
替
え
し
て
い
き
ま
す
。

─組合の現況─
（平成２３年１１月末現在）

◎所属所数 ..................................................................42
◎組合員数 .............................................15,211人
　　　　男 .................................................9,916人
　　　　女 .................................................5,295人
◎平均給料月額（短期） ..........319,263円
◎被扶養者数 .......................................18,375人
　（含任継 ...............................................内 258人）
◎任意継続組合員 ......................................356人
◎年金受給者数 ..................................16,207人

◎発行所／愛媛県市町村職員共済組合　松山市三番町5丁目13-1
◎編集発行人／山内 定樹　URL http://www.ehime-kyosai.jp/　 環境にやさしい大豆油インキを

使用しています。

期間中、お1人様
3,500円以上の料理で 通常1,500円が1,000円に！！飲み放題

Happy 
New 
Year

Happy 
New 
Year

Happy 
New 
Year
お得な新年会プラン好評承り中

・和会席・和洋コース・
・和洋卓料理・
3,500円～4,500円

・各種鍋コース・
3,500円～4,500円

・とらふぐコース・
6,000円

新年会
おすすめコース

（すべて税込価格）

瓶ビール・日本酒・焼酎（芋・麦・米・チューハイ・ソフトドリンク）

期間限定 Ｈ24.1.31まで

ご予約はお電話にて
好評承り中♪♪

「四国4県共済組合宿泊施設合同プラン」

平成25年3月31日まで
どこに宿泊されても 1県目  お一人様 1泊2食付 7,500円(税込)
2県目  10％off 3県目  50％off 4県目  無料
巡れば巡るほどお得になる
詳しくはホームページをご覧ください。

「四国旅劇場」
「四国4県共済組合宿泊施設合同プラン」

本年もえひめ共済会館を
よろしくお願いします。

写真は和洋コース4,500円（税込）




